
Keyword

交通事故を起こしたくて起こす人はいません。しかし、無意
識的に急いでしまったり、安全運転がどのような運転か理解し
ていないことで危険が重なり、衝突事故が発生します。衝突事
故は車間距離よりも停止距離が長いときに発生するため、車
間距離を適切に保つような運転を行えば、多くの衝突事故を
防止することができます。しかし、習慣付いた運転行動は簡単

に変えることができず、長期的に改善する必要があります。その
一つの方法として広く普及しているドライブレコーダで日頃の運
転行動を記録し、それを分析することにより安全運転教育に利
用する手法が考えられます。本研究では、ドライブレコーダの
記録映像をもとに効果の高い教育を行うため、安全運転度の
評価方法の研究や動画処理手法の研究を行っています。

自動車運転におけるドライブレコーダ
を活用した安全運転教育の実現

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

安全運転度評価技術 ●ドライブレコーダ映像から安全運転度の評価が可能です。
●ドライブレコーダ映像から危険個所の特定が可能です。

Point

●安全運転ってどうやったら良
い？
●私の運転は安全なの？

ドラブレコーダ映像をもとに、安
全運転度レポートを作成して、
評価を見ることができ,改善に取
り組めます。

ドライブレコーダ映像を分析し、
適切な車間距離が適正か、一
時停止が出来ているかを確認で
きます。

●社員の安全運転教育を低コ
ストで行いたい
●どの様な教育を行ったらよい
のか

安全運転教育、ITS、画像処理、ドライブレコーダ
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個人に合う靴製造システムの研究開発

前方映像（車間距離、一時停止標識の有無）
GPS（速度、位置）をもとに安全運転度の評価

安全運転管理者 運転者

指導
記録データ
を回収

分析後に作成
●不安全行動リスト
●安全運転度レポート

安全運転管理者が運転者に
実データを使用して指導

車間距離

ドライブレコーダ

一時停止止まれ

日常の運転データを記録 記録データの分析・利用

Keyword

2019年、元号が「令和」に改められました。それを契機として、
日本最古の和歌集である『万葉集』に注目が集まり、「万葉ブー
ム」が起こりました。大宰府の観光客は一気に数倍に膨らみ、
関連書籍も飛ぶように売れたといいます。では、「令和」の出
典となった『万葉集』の歌には、人々のどのような願いや思い
が込められているのでしょうか。「令和」の時代に生きる我々
は、その文化や知恵を自らの糧とし、そして、今後よりよい社会

にするためにそれらを活かしていかなくてはなりません。
本研究では、歌や詩に詠まれた「場所」や「景物」表現を

手がかりに、それらの持つ同時代的意味や人々の意識につい
て考察しています。それによって、作歌条件の変化の様相や長
歌の構成意識を明らかにし、新たな視点から古代長歌史を構
築することに取り組んでいます。

古代の人々は、場所や景物を見て、
どのような意識で歌や詩を
詠んだのか。

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

●元号「令和」の由来や各種
儀礼の歴史を知りたい。
●コミュニケーション力・創造力
を向上させたい。

知識を得ることで視野を広げ、柔
軟な発想力と、他者を理解する力
を身に付けることができる。

地域活性化・観光産業の発展に
必要なアイデアの基盤となる人文
学的教養を身に付けることができ
る。

●地域活性化を図りたい。
●観光産業を発展させたい。

日本文学、日本上代文学、日本古代文学、万葉集、懐風藻、古代歌謡、景物、
対句、序詞、修辞、奈良、吉野、筑紫、大宰府
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「万葉集」の歌における説話的意匠の形成
「万葉集」の作歌をめぐる都市交通史的研究

場所や景物表現、修辞の分析
●「場所」や「景物」がどのような意味を持っていたのか、古代の人々
が、どのような手段で歌を詠んだのか（口誦・記載）、長歌がどの
ように構成されていたのか、を明らかにすることが可能である。

Point

大宰府政庁跡

分析1

分析2

分析3

解明

解明

解明

「場所」「景物」が持つ同時代的意味と、
人々の意識

•歌に詠まれた「場所」と
　「景物」表現

•対句表現
•序詞

•先行歌との比較
•中国文学との比較

作歌条件の変化のありよう
（口誦→記載）

長歌の構成意識とその通時的変化

西鉄観光列車「旅人」
（西鉄HPより転載）
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